
1.災害による被害を最低限に抑えるための取り組み 

開発目標 取り組み 内  容 

 大規模災害への対応 発生が懸念されている南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備え、

消防防災活動拠点となる消防団屯所の長寿化や計画的な整備を行い

ます。また、震災時の水源の確保として既存防火水槽の改修整備に

努めます。 

【消防団屯所整備 令和 3年度:第 6分団木徳屯所改修設計】 

【耐震性貯水槽設置 令和 3年度:南部小学校】 

【防火水槽の更新計画の策定】 

消防車両等の更新 災害対応能力を向上させるため、消防ポンプ自動車、高規格救急自

動車、小型動力ポンプ付積載車（消防団車両）を最新鋭の車両に更

新します。 

【令和 3年度：消防団車両 2台】 

消防団活動の活性化

および装備の充実 

消防団員の安全確保のための装備および活動用資機材の充実を図る

とともに、研修や訓練を充実し、地域の防災体制の強化に努めま

す。また、団員確保のため、女性や若者など幅広い層に対して入団

促進のための啓発活動を行います。 

【機能別消防団 令和 4年度:学生団員導入】 

 


